















例えば調査の目的は、サイズN の母集団 U において「成人前に喫煙し























A ( 短リスト )
当てはまる項目数（　　）個 当てはまる項目数（　　）個Xi Zi
B ( 長リスト )
図1. Item Count法



















X i = Z   X (2)
Z と X はそれぞれ Z と X の母集団平均である。Z と X をそれぞれの
推定量 ^Z と ^X で置き換えれば  の推定量となる。






問 A群 B群 推定量
1 短リスト X 長リスト Z ^Z   ^X
2 長リスト W 短リスト V ^W   ^V
推定量は、A群に長リストを割り当てたときの ^W   ^V とB群に割り当
てたときの ^Z   ^X を (加重) 平均すればよい。
^ =




キー項目 Y が量的な変数のときのItem Count法の変形がAggregated
Response法である。例えば年収 Y の母集団平均を調べたいものとする。
まず2つの等質なサンプルA群とB群を用意する。A群には年収 Y (万円)
に例えば電話番号の下4桁 X を加えた数値 V = X + Y を回答してもら





E(X + Y )  E(X   Y )
2
=











































グループ「2」 (カードA) =普通自動車 +大型自動車 +無免許 (6)
ところで普通自動車の割合はカードBを提示したB群で「1」と回答する
人の割合、大型自動車の割合はカードCを提示したC群で「1」と回答す
る人の割合として推定できる。これらをカードAの「2」の割合から引け
ば、A群における無免許の人の割合を推定することができる。
同様の考え方で、B群・C群それぞれにおける無免許の人の割合を推定
できる。サンプル全体を用いて無免許の人の割合を推定するには、それ
らを (加重) 平均すればよい。
